
飯⽥市保育施設及び⾼齢者施設等⻑寿命化計画の概要
飯⽥市健康福祉部 ⼦育て⽀援課・⻑寿⽀援課

少⼦⾼齢化の進展や⼈⼝減少などに
伴う社会保障費の増加

１ 計画策定の背景

安全な施設における良質なサービスの提供が困難

安全安⼼な施設の提供

社会環境の変化

公共施設の⽼朽化
など

未満児保育、⻑時間保育な
どのニーズの⾼まり

要介護者の増加、地域包括
ケアニーズの⾼まり

⼦育てニーズや⾼齢者の健康と⽣きがいニーズに応えるため、
少⼦⾼齢化時代の新たな役割を発揮する必要

３ 計画策定の⽬的

国の動向

市の動向
インフラ⻑寿命化基本計画（H25.11)

飯⽥市公共施設マネジメント基本⽅針（H27.3)

飯⽥市公共施設等総合管理計画（H28.12)

公共施設マネジメント基本⽅針を推進するため、施設
に係るトータルコストの縮減や予算の平準化を図り、
⽼朽化施設の安全性、持続性を確保する

少⼦⾼齢化社会に向けて、⼦育てニーズ、介護ニーズ
に応えるため施設利⽤環境を整備する

４ 対象施設：保育施設20施設、⾼齢者施設16施設

５ 計画の位置付け

【市】
いいだ未来デザイン2028

（飯田市総合計画）

飯田市公共施設マネジメント基本方針

飯田市保育施設及び

高齢者施設等長寿命化計画

(本計画)

飯田市公共施設等総合管理計画

２ 保育施設・⾼齢者施設等の実態

６ 施設整備の基本的な⽅針等 ７ 各施設の役割及び規模配置計画等の⽅針

８ ⻑寿命化の実施計画

◇飯⽥市総⼈⼝の傾向：令和27年度には75,000⼈に減少
（⼈⼝問題研究所推計）

◇飯⽥市財政状況
・市税や地⽅交付税等歳⼊の減少
・新型コロナウイルス、災害対応等歳出の増

◇対象施設の活⽤状況の実態

◆課題
市⺠サービスの維持を⽬的とした
歳出を抑制するための取組

◆課題
⼈⼝減少抑制対策

◆保育施設等：⼊所園児数の合計は減少傾向。未満児数は⼀定の需要がある。
◆⾼齢者施設等：今後要介護認定者数の増加が予想される。

◇耐震性
全体の10％にあたる施設が旧耐震基準によるが耐震改修を順次実施

◆課題
施設や設備の⽼朽化対策

◇対象施設の⽼朽化状況
現地調査（劣化状況調査）から建物の部位ごとに4段階で評価し、建物ごとに健全度（0点〜100点）を算出

（学校施設の⻑寿命化計画策定に係る解説書による）

◆保育施設と⽐較して⾼齢者施設は⽐較的健全度が⾼い
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（億円）

（年度）

20年間 20年間

2.2億円/年

40年間の総額

66億円

4.4億円/年

対象建物

1.3万㎡

34棟
40年間の平均

1.7億円/年

2.4倍

過去の

施設関連経費

0.7億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費
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（億円）

（年度）

20年間 20年間

5.1億円/年

40年間の総額

129億円

7.8億円/年

対象建物

2.0万㎡

34棟
40年間の平均

3.2億円/年

2.7倍

過去の

施設関連経費

1.2億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

◆課題：⼈⼝動向に応じた適切な施設規模や施設のあり⽅、⺠営化等の検討を進め更なるコストの削減が必要

◆⻑寿命化計画の基本⽅針、改修等の基本的な⽅針
・飯⽥市公共施設マネジメント基本⽅針に基づき、主要な建
物⼜は予防保全型施設に位置付けられた建物は⻑寿命化。
・改修周期に基づき、⼤規模改造及び⻑寿命化改修を実施
・⽬標使⽤年数を設定し、構造躯体の状況を考慮し必要に応
じて更新を検討。

◆⼯事種及び改修優先度の考え⽅
・⼤規模改造については、新築⼜は⻑寿命化改修から20年を経過した施
設から順次実施
・⻑寿命化改修については、築40年を経過した建物から順次実施
・事後保全施設は不備が⽣じるごとに部位修繕
・改修優先度は健全度及び築年数を考慮し、劣化状況調査により、外部
（屋根・外壁等）の評価が低い施設を優先。

◇⻑寿命化のコスト試算、⻑寿命化の効果
これまで⾏われてきた事後保全的な維持・更新（従来型）と、予防保全的な維持・管理（予防保全型）を⾏った場合のコストを試算
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【試算】
総額
66億円

年平均
1.7億円

従来型の試算（40年間）

【試算】
総額
129億円

年平均
3.2億円

【試算】
総額
85億円

年平均
2.1億円

（過去の年
平均）
1.2億円

◆公⽴保育園等の役割
⼦育てをめぐる社会変化への対応、⼦育て環境の充実や⽣きる⼒或い
は育てる⼒を養う地域社会を創出するための様々な事業の展開に合わ
せて、あらゆる選択肢を選択し、⼦育て応援プランを推進するため公
⽴保育園の役割を整理
１ 保育の安全を保障（セーフティーネットとしての役割）
２ 社会的課題への積極的な対応
３ 飯⽥らしい⼈材育成の基本としての⼈間形成の場

◆対象施設の配置⽅針等
規模・配置計画等の⽅針
⻑寿命化の他、施設利⽤者の⼈数や分布を踏まえた施設の廃⽌や集

約化、多機能化及び⺠間活⼒の導⼊等施設のあり⽅について、総合的
な観点から公共施設として望ましい姿を⽬指す。
保育園等の配置⽅針
・保育要件の有無に関わらず、地元⼩学校区で幼児教育を受けられる
よう、全20地区それぞれに、公営、⺠営問わず最低⼀つの「就学前3
年間の幼児教育施設」を配置
・⽼朽化した施設を優先的に施設の整理を進め、⼈⼝減少や利⽤者の
推移を踏まえ機能や運営⽅法の最適化を進めながら、その役割を効率
よく推進するために、通園距離を踏まえた提供区域※において、各種
事業を推進するための公⽴保育園等を選択できるように配置します。
⾼齢者施設等の配置⽅針
・介護サービス業務量等の⾒込みに応じ、適切なサービス量の提供に
必要となる施設数を維持

◆今後の実施計画
・財政負担の軽減をは図るために、計画的かつ効果的な施設整備を実
施する。耐震性能のない施設や耐⽤年数を経過した施設は地域を含め
たあり⽅の検討を優先する中で施設整備を進める。
・その中でも耐震基準を満たさない松尾東保育園は耐震化検討委員会
からの要望を踏まえ、現地⼜は隣地において建替え、新保育園に関し
ては⺠間による運営に期待していることから、⺠営化を進める。
◆⻑寿命化型改修の実施計画
保育施設
築年数が古い施設が多いことから、毎年複数の施設改修を実施。

⼦育て応援プランに基づき、運営⽅法には新たな制度を取り⼊れる。
⾼齢者施設等
原則として毎年1施設づつの施設改修を実施

【試算】
総額
50億円

年平均
1.3億円

（過去の年
平均）
0.7億円

予防保全型の試算（40年間）

R1‐2については、新型
コロナ感染症対策の影
響による減

健全度の分布


